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み
ど
り

 

は
じ
め
に

一 

ウ
ル
グ
ア
イ
の
最
高
裁
判
所

二 

ウ
ル
グ
ア
イ
司
法
府
と
政
治
の
関
係
―
―
文
民
―
軍
事
政
権
時
代

三 

民
政
移
管
後
の
司
法
府
―
―
挫
折
し
た
司
法
府
改
革

四 

拡
大
戦
線
政
権
の
税
制
改
革
と
土
地
税
制

五 

土
地
集
中
税
を
め
ぐ
る
司
法
府
の
判
断

六 

土
地
集
中
税
の
修
正
版
「（
農
牧
業
部
門
の
）
財
産
税
」
を
め
ぐ
る
司
法
府
の
判
断

七 

二
つ
の
判
決
を
ど
う
考
え
る
か

 

お
わ
り
には

じ
め
に

近
年
、
司
法
の
政
治
（Judicial Politics

）
と
い
う
研
究
分
野
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。
中
立
的
で
専
門
能
力
に
た
け
た
司
法
府
は
、
人



六
〇

身
の
保
護
や
私
的
財
産
権
の
保
障
と
い
っ
た「
ル
ー
ル
の
明
確
化
」や
民
主
主
義
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
。
司
法
の
政
治
化
の
研
究
を
リ
ー

ド
し
て
き
た
ト
ム
・
ギ
ン
ス
バ
ー
グ
は
、
政
党
間
の
競
争
が
高
ま
る
と
、
選
挙
で
負
け
て
野
党
に
な
っ
た
際
に
政
治
的
に
不
利
益
を
こ
う

む
ら
な
い
よ
う
に
、
与
党
が
司
法
の
独
立
性
を
高
め
る
改
革
を
す
る
、
と
い
う
「
保
険
」
仮
説
を
唱
え
て
い
る（（
（

。
一
方
、
ラ
ン
・
ハ
ー
シ
ェ

ル
は
政
党
間
の
競
争
が
司
法
府
の
独
立
性
の
強
化
に
つ
な
が
ら
な
い
場
合
を
指
摘
し
て
い
る
。
下
野
す
る
政
党
が
司
法
府
を
利
用
し
て
覇

権
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
場
合
が
そ
れ
に
あ
た
る
（
覇
権
維
持
理
論
）（

（
（

。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
ケ
ー
ス
で
い
え
ば
、メ
キ
シ
コ
で
長
期
に
わ
た
っ
て
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
政
党
だ
っ
た
制
度
的
革
命
党
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）
が
野
党
・

国
民
行
動
党
（
Ｐ
Ａ
Ｎ
）
や
民
主
革
命
党
（
Ｐ
Ｒ
Ｄ
）
と
の
競
争
に
さ
ら
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、一
九
九
四
年
に
Ｐ
Ｒ
Ｉ
の
エ
ル
ネ
ス
ト
・

セ
デ
ィ
ー
ジ
ョ
大
統
領
の
下
で
、最
高
裁
に
違
憲
立
法
審
査
権
を
与
え
、司
法
の
独
立
性
を
増
大
さ
せ
る
改
革
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
フ
ィ

ン
ケ
ル
は
、
Ｐ
Ｒ
Ｉ
は
将
来
下
野
し
た
時
の
た
め
に
、
自
ら
の
政
治
的
地
位
を
防
衛
す
る
た
め
に
脅
威
か
ら
自
ら
を
守
る
た
め
に
司
法
の

独
立
性
を
高
め
て
「
保
険
」
を
掛
け
た
の
だ
と
指
摘
す
る（（
（

。

権
威
主
義
体
制
の
メ
キ
シ
コ
と
は
事
情
が
異
な
る
も
の
の
、
一
九
七
三
年
か
ら
一
九
八
四
年
ま
で
の
軍
事
政
権
時
代
を
挟
ん
で
、

一
九
七
一
年
結
成
の
拡
大
戦
線
が
コ
ロ
ラ
ド
党
と
国
民
党
と
い
う
二
大
伝
統
政
党
に
挑
戦
し
、
政
党
間
競
争
が
高
ま
り
、
二
〇
〇
四
年
の

大
統
領
・
上
下
両
院
選
挙
で
、
つ
い
に
拡
大
戦
線
が
勝
利
（
タ
バ
レ
・
バ
ス
ケ
スT

abaré V
ásquez

大
統
領
）
し
た
ウ
ル
グ
ア
イ
で
は
ど
う
か
。

拡
大
戦
線
は
二
〇
〇
九
年
（
ホ
セ
・
ム
ヒ
カJosé M

ujica

大
統
領
）、
二
〇
一
四
年
の
選
挙
で
も
勝
利
し
た
（
第
二
期
バ
ス
ケ
ス
政
権
）。
し
か

し
、
拡
大
戦
線
の
政
策
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
重
要
分
野
で
最
高
裁
が
違
憲
判
決
を
下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
伝
統
政
党
に
よ
っ
て
司

法
府
に
「
保
険
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
ム
ヒ
カ
政
権
期
の
土
地
集
中
に
関
す
る
税
の
創
設
で
は
、

最
初
の
「
土
地
集
中
税
」
に
つ
い
て
は
違
憲
判
決
を
下
し
た
が
、
改
正
版
の
「
農
村
財
産
法
」
に
は
合
憲
判
決
を
下
し
て
い
る
。
一
見
矛



六
一

ウ
ル
グ
ア
イ
に
お
け
る
司
法
の
政
治
（
内
田
）

盾
す
る
か
の
よ
う
な
こ
の
司
法
府
の
姿
勢
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
本
稿
で
は
、
ウ
ル
グ
ア
イ
の
司
法
と
政
治
の
関
係
を
、
軍
事
政
権
と

の
関
係
や
司
法
改
革
の
歴
史
、
そ
し
て
拡
大
戦
線
の
土
地
課
税
を
め
ぐ
る
二
つ
の
判
決
を
検
討
す
る
こ
と
で
考
察
す
る
。

一 

ウ
ル
グ
ア
イ
の
最
高
裁
判
所

現
在
の
ウ
ル
グ
ア
イ
の
裁
判
は
三
審
制
で
あ
り
、
ほ
か
に
日
本
の
簡
易
裁
判
所
に
相
当
す
る
治
安
判
事
の
制
度
が
あ
る
。
建
国
後
初
の

憲
法
で
あ
る
一
八
三
〇
年
憲
法
に
も
上
級
裁
判
所
に
関
す
る
規
定
は
あ
っ
た
が
、
ウ
ル
グ
ア
イ
の
最
高
裁
判
所
の
歴
史
は
一
九
〇
七
年
に

始
ま
る
。
判
事
の
人
数
は
五
人
と
さ
れ
た（（
（

。
最
高
裁
判
事
は
、
欠
員
が
生
じ
て
か
ら
九
〇
日
以
内
に
両
院
総
会
の
三
分
の
二
以
上
で
承
認

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
憲
法
第
二
三
六
条
）。
最
高
裁
判
事
の
任
期
は
一
〇
年
で
、
五
年
の
間
を
置
か
な
け
れ
ば
再
任
で
き
な
い
（
憲

法
第
二
三
七
条
）。
任
官
資
格
は
年
齢
四
〇
歳
以
上
、出
生
に
よ
る
市
民
権
を
持
つ
か
、も
し
く
は
帰
化
に
よ
る
市
民
権
を
得
て
一
〇
年
以
上
、

二
五
年
以
上
の
居
住
歴
を
持
つ
こ
と
、
弁
護
士
歴
一
〇
年
以
上
も
し
く
は
裁
判
官
一
〇
年
以
上
、
あ
る
い
は
公
共
検
察
庁
で
八
年
以
上
の

経
歴
を
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
憲
法
第
二
三
五
条
）。
定
年
は
七
〇
歳
で
あ
る
（
憲
法
第
二
五
〇
条
）。
最
高
裁
は
控
訴
裁
判
所
裁

判
官
に
つ
い
て
は
上
院
の
承
認
を
必
要
と
す
る
が
、
全
て
の
下
級
裁
判
官
の
任
免
権
を
持
つ
（
憲
法
第
二
三
九
条
第
五
項
）。

裁
判
所
は
法
律
に
違
憲
判
決
を
下
す
こ
と
が
で
き
る
（
憲
法
第
二
五
六
条
）。
最
高
裁
の
違
憲
判
決
は
具
体
的
な
事
件
を
通
じ
て
な
さ
れ
、

効
力
は
そ
の
判
決
が
下
さ
れ
た
事
件
に
の
み
及
ぶ（（
（

（
憲
法
第
二
五
九
条
）。



六
二
六
二

二 

ウ
ル
グ
ア
イ
司
法
府
と
政
治
の
関
係
―
―
文
民
―
軍
事
政
権
時
代

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
司
法
府
と
政
治
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
の
が
、
軍
事
政
権
と
の
関
係
で
あ
る
。
ウ
ル
グ
ア
イ
は
、

一
九
七
三
年
六
月
か
ら
一
九
八
五
年
ま
で
文
民
―
軍
事
政
権
の
下
に
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
代
初
め
か
ら
都
市
ゲ
リ
ラ
・
ツ
パ
マ
ロ
ス
が

台
頭
し
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
し
強
硬
路
線
を
と
る
行
政
府
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
先
立
つ
時
期
に
、
徐
々
に
司
法

の
独
立
を
侵
害
し
て
い
っ
た
こ
と
が
、
独
裁
下
の
司
法
に
関
す
る
デ
ュ
フ
ォ
と
リ
コ
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
、
彼
ら

の
研
究
に
依
拠
し
て
、
司
法
府
と
行
政
府
の
攻
防
を
概
観
す
る
。

リ
コ
に
よ
れ
ば
転
機
は
一
九
六
七
年
で
あ
る
。
こ
の
年
、
選
挙
と
同
時
に
行
わ
れ
た
憲
法
改
正
の
国
民
投
票
で
、
緊
急
治
安
措
置

（M
edidas Prontas de Seguridad,M

PS

）
導
入
が
認
め
ら
れ
た
（
一
九
六
七
年
憲
法
の
第
一
六
八
条
第
一
七
項
）（

（
（

。
こ
れ
は
、
海
外
か
ら
の
不

測
の
攻
撃
や
国
内
の
衝
撃
と
い
っ
た
深
刻
な
事
態
に
対
し
、
大
統
領
が
緊
急
措
置
を
と
る
（
二
四
時
間
以
内
に
議
会
に
諮
る
）
こ
と
を
認
め

た
も
の
で
あ
る（（
（

。
こ
れ
が
公
営
企
業
の
役
員
会
へ
の
介
入
や
、
公
務
員
の
罷
免
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
検
閲
、
上
空
飛
行
禁
止
区
域
の
設
定
、

付
加
価
値
税
に
関
す
る
規
定
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
。
こ
の
措
置
と
個
人
の
権
利
の
部
分
的
停
止
と
が
あ
い
ま
っ
て
、
ウ
ル
グ
ア

イ
の
司
法
権
は
徐
々
に
浸
食
さ
れ
て
い
く
。
燃
料
・
ア
ル
コ
ー
ル
・
セ
メ
ン
ト
公
社
や
電
力
公
社
、
電
話
公
社
等
の
職
員
や
民
間
銀
行
の

職
員
ま
で
軍
事
法
廷
で
裁
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う（（
（

。
個
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
緊
急
治
安
措
置
の
例
を
挙
げ
る
と
、
一
九
六
七
年

一
〇
月
九
日
に
は
銀
行
員
組
合
の
決
定
に
対
し
て
第
六
八
四
号
が
発
令
さ
れ
て
い
る
（
同
月
二
三
日
解
除
）。
ま
た
一
九
六
八
年
六
月
一
三

日
に
は
、
銀
行
と
郵
便
局
の
職
員
ス
ト
に
対
し
て
第
三
八
三
号
が
発
令
さ
れ
、
翌
年
三
月
ま
で
続
い
た
。
こ
う
し
た
緊
急
措
置
の
乱
発
に
、
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ウ
ル
グ
ア
イ
に
お
け
る
司
法
の
政
治
（
内
田
）

六
三

議
会
も
し
ば
し
ば
緊
急
措
置
解
除
を
求
め
て
お
り
、
行
政
府
と
立
法
府
の
対
立
も
深
ま
っ
て
い
っ
た（（
（

。

さ
ら
に
一
九
七
二
年
に
は
、
四
月
一
四
日
に
ツ
パ
マ
ロ
ス
が
内
務
次
官
と
海
軍
大
尉
、
そ
れ
に
「
死
の
部
隊
」（
右
翼
暗
殺
集
団
）
と
疑

わ
れ
る
警
官
二
名
を
殺
害
し
た
こ
と
か
ら
、
翌
日
、
行
政
府
は
両
院
総
会
に
「
内
戦
状
態
宣
言
」（
憲
法
第
八
五
条
）
を
求
め
、
議
会
が
こ

れ
を
宣
言
（
拡
大
戦
線
の
議
員
は
棄
権
）。
一
七
日
に
は
「
治
安
正
常
化
（Ó

rdenes de Seguridad

）」
が
承
認
さ
れ
、
内
務
省
と
国
防
省
に

強
大
な
権
限
が
与
え
ら
れ
た（（1
（

。

こ
う
し
た
事
態
に
あ
っ
て
、最
高
裁
は
司
法
の
独
立
と
市
民
の
自
由
の
た
め
に
抵
抗
し
た
。最
高
裁
は
文
民
に
対
す
る
軍
事
法
廷
の
管
轄 

権
を
認
め
な
い
判
決
を
下
し
た
。
ま
た
、拘
禁
者
に
対
し
て
の
拷
問
や
非
人
道
的
取
扱
い
に
関
す
る
議
会
の
特
別
調
査
委
員
会
（
一
九
六
九

年
一
二
月
設
置
）
が
、一
九
七
〇
年
一
〇
月
に
、「
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
県
警
で
は
拷
問
と
非
人
道
的
扱
い
が
組
織
的
に
行
わ
れ
て
い
る
」
と
し
て
、

拷
問
に
責
任
が
あ
る
職
員
を
特
定
す
る
行
政
を
通
じ
た
調
査
委
員
会
の
設
置
と
、
軍
に
裁
判
管
轄
が
あ
る
文
民
の
範
囲
を
特
定
す
る
こ
と

を
助
言
し
た
最
終
報
告
書
を
最
高
裁
に
送
る
と
、
最
高
裁
は
約
半
年
か
け
て
こ
の
報
告
を
検
討
し
七
一
年
四
月
二
〇
日
付
の
上
院
へ
の
回

答
で
、
指
摘
さ
れ
た
よ
う
な
拷
問
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、
司
法
行
政
に
属
す
る
司
法
警
察
の
設
置
を
繰
り
返
し
提
言
し

て
き
た
と
述
べ
て
い
る（（1
（

。

最
高
裁
と
行
政
府
は
、
緊
急
治
安
措
置
の
下
で
逮
捕
さ
れ
た
夫
妻
の
釈
放
や
出
国
、
ヘ
ー
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
を
め
ぐ
っ
て
も
対
立
し

た
。
と
う
と
う
同
年
九
月
、
行
政
府
は
最
高
裁
に
緊
急
治
安
措
置
で
の
逮
捕
者
に
は
ヘ
ー
ビ
ア
ス
・
コ
ー
パ
ス
を
適
用
し
な
い
と
通
告
す

る
に
至
っ
た（（1
（

。
一
九
七
二
年
に
出
さ
れ
た
「
軍
・
警
察
の
反
騒
乱
作
戦
に
関
す
る
情
報
は
す
べ
て
行
政
権
に
属
す
る
」
と
い
う
政
令
も
最

高
裁
が
違
憲
性
を
指
摘
し
た
。
行
政
府
は
司
法
に
、
警
察
に
よ
る
最
高
裁
判
事
へ
の
家
宅
捜
索
、
予
審
部
の
部
屋
と
書
類
の
捜
索
、
新
聞

紙
上
で
の
攻
撃
な
ど
で
圧
力
を
か
け
た（（1
（

。



六
四

一
九
七
三
年
六
月
二
七
日
に
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
き
る
が
、
最
高
裁
判
事
は
そ
の
地
位
に
と
ど
ま
っ
た
。
だ
が
、
下
級
裁
判
所
の
レ
ベ
ル

で
は
大
幅
な
人
員
の
入
れ
替
え
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
軍
自
身
に
よ
れ
ば
二
六
名
の
司
法
職
員
が
反
乱
罪
で
裁
か
れ
、
そ
の
う
ち
一
二
名

は
職
を
追
わ
れ
た
。
ま
た
二
名
が
職
務
放
棄
で
罷
免
さ
れ
、一
二
名
が
停
職
と
な
っ
た
。
一
九
七
九
年
に
は
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
前
歴
」

を
理
由
と
し
て
判
事
二
五
名
が
解
任
、
行
政
職
員
一
五
一
名
が
処
分
さ
れ
て
い
た
と
い
う（（1
（

。
さ
ら
に
司
法
の
独
立
性
を
奪
う
た
め
、

一
九
七
六
年
九
月
の
制
度
令
（el A

cto Institucional

）
第
三
号
で
司
法
省
設
置
が
決
め
ら
れ
、
翌
年
二
月
に
発
足
し
た
。
司
法
省
は
検
察

の
職
務
を
担
い
、
さ
ら
に
七
七
年
の
制
度
令
第
八
号
で
、
裁
判
所
と
行
政
裁
判
所
を
行
政
・
経
済
的
に
監
督
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時

に
、「
裁
判
官
は
行
政
府
の
提
案
か
ら
国
家
審
議
会
が
任
命
す
る
」
と
い
う
ク
ー
デ
タ
ー
後
の
慣
例
が
正
式
化
さ
れ
た（（1
（

。
ウ
ル
グ
ア
イ
の

司
法
府
は
、
ク
ー
デ
タ
ー
に
先
立
っ
て
市
民
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
く
時
代
に
、
市
民
の
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
に
戦
っ
て
き
た
が
、

つ
い
に
文
民
―
軍
事
政
権
の
専
横
に
屈
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三 

民
政
移
管
後
の
司
法
府
―
―
挫
折
し
た
司
法
府
改
革

一
九
八
〇
年
の
国
民
投
票
で
、
軍
の
政
治
関
与
を
恒
久
化
す
る
憲
法
改
正
が
否
決
さ
れ
て
以
来
、
軍
と
政
治
家
が
交
渉
し
、
一
九
八
五

年
三
月
に
民
政
移
管
が
行
わ
れ
、
そ
の
六
月
に
は
司
法
省
が
廃
止
さ
れ
た（（1
（

。
し
か
し
独
裁
下
で
司
法
は
建
物
や
仕
事
道
具
に
も
事
欠
き
、

給
与
も
安
く
深
刻
な
人
材
不
足
に
陥
っ
て
い
た
と
い
う（（1
（

。
良
い
人
材
を
確
保
す
る
意
味
で
も
、
司
法
改
革
が
急
務
と
な
っ
た
。

司
法
改
革
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
が
含
ま
れ
る
。
訴
訟
法
改
正
も
そ
の
一
つ
で
、
時
代
の
変
化
へ
の
対
応
や
法
的
公
正
さ
と
と
も
に
、

裁
判
の
迅
速
化
や
裁
判
官
の
負
担
軽
減
と
い
っ
た
背
景
が
あ
る
。
二
一
世
紀
初
頭
に
南
米
南
部
諸
国
の
司
法
改
革
を
研
究
し
た
ス
カ
ー
に



六
五

ウ
ル
グ
ア
イ
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お
け
る
司
法
の
政
治
（
内
田
）

よ
れ
ば
、
ウ
ル
グ
ア
イ
で
は
一
九
四
〇
年
来
の
悲
願
で
あ
っ
た
民
事
訴
訟
法
改
革
は
成
功
し
た
が
、
刑
事
訴
訟
法
改
正
は
、
司
法
府
内
の

一
部
が
反
対
し
、
経
済
危
機
で
財
源
が
な
く
、
議
員
た
ち
の
政
治
的
合
意
も
形
成
で
き
な
か
っ
た
の
で
こ
の
と
き
は
失
敗
し
た
と
い
う
。

最
高
裁
に
つ
い
て
は
二
つ
の
改
革
が
提
案
さ
れ
た
。
一
つ
目
は
司
法
府
の
財
政
的
独
立
を
保
障
す
る
た
め
に
、「
行
政
府
が
切
り
詰
め

に
切
り
詰
め
た
予
算
を
立
法
府
で
さ
ら
に
切
り
詰
め
る
」（
ス
カ
ー
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ウ
ル
グ
ア
イ
人
研
究
者
の
言
）
の
で
は
な
く
、
行
政

府
の
手
を
経
ず
に
予
算
案
を
立
法
府
に
提
出
す
る
よ
う
憲
法
改
正
を
求
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
九
九
年
一
〇
月
の
国
政

選
挙
と
同
時
に
国
民
投
票
に
か
け
ら
れ
た
が
、
過
半
数
を
得
ら
れ
ず
改
正
は
で
き
な
か
っ
た（（1
（

。

も
う
一
つ
は
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
提
案
さ
れ
た
も
の
で
、
最
高
裁
判
事
の
人
数
を
五
人
か
ら
九
人
に
増
員
し
、
チ
リ
の
よ
う
に
三
部
に

分
け
る
と
い
う
改
革
案
で
あ
る
。
こ
れ
は
専
門
家
の
間
で
は
す
で
に
一
九
八
五
年
頃
か
ら
議
論
さ
れ
て
き
た
問
題
で
、
改
革
賛
成
派
は
、

最
高
裁
は
小
さ
す
ぎ
、
判
事
は
オ
ー
バ
ー
ワ
ー
ク
な
の
で
、
増
員
し
て
専
門
に
応
じ
て
分
割
す
れ
ば
効
率
が
上
が
る
と
主
張
し
た
。
だ
が

元
判
事
の
な
か
で
は
意
見
が
割
れ
、
結
局
こ
の
改
革
も
実
現
し
な
か
っ
た
。

改
革
は
な
ぜ
失
敗
し
た
の
か
。
ス
カ
ー
は
予
算
を
め
ぐ
る
改
革
に
つ
い
て
、
判
事
た
ち
は
予
算
が
な
い
こ
と
で
手
を
縛
ら
れ
任
務
が
果

た
せ
な
い
と
考
え
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
ウ
ル
グ
ア
イ
で
は
司
法
は
周
縁
的
存
在
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
も
引
か
ず
ほ
と
ん
ど
改
革

に
言
及
し
な
か
っ
た
の
で
、
し
た
が
っ
て
大
衆
の
関
心
も
引
か
な
か
っ
た
。
ま
た
改
革
を
支
持
す
る
政
治
家
た
ち
も
十
分
な
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
張
ら
な
か
っ
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
最
高
裁
判
事
増
員
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
六
年
の
憲
法
改
正
（
選
挙
制
度
を
改
正
し
た
）
の
時

に
最
高
裁
は
こ
の
問
題
を
真
剣
に
議
論
し
な
か
っ
た
こ
と
を
ま
ず
指
摘
す
る
。
次
に
、
一
九
九
九
年
の
選
挙
で
上
院
三
〇
議
席
中
の
一
二

議
席
、
下
院
九
九
議
席
中
の
四
〇
議
席
を
獲
得
し
た（（1
（

拡
大
戦
線
の
台
頭
を
目
の
当
た
り
に
し
た
二
大
伝
統
政
党
の
政
治
家
た
ち
の
思
惑
に

言
及
す
る
。
任
期
一
〇
年
の
最
高
裁
判
事
の
任
命
に
は
両
院
総
会
で
三
分
の
二
以
上
の
賛
成
が
必
要
だ
が
、
二
大
伝
統
政
党
だ
け
で
そ
れ
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を
確
保
す
る
の
は
不
可
能
に
な
っ
た
の
だ
。
こ
こ
で
判
事
の
人
数
を
増
や
す
改
革
を
し
て
し
ま
う
と
、
裁
判
所
の
構
成
が
変
わ
っ
て
し
ま

う
。
し
た
が
っ
て
改
革
は
議
会
で
必
要
な
支
持
が
、
特
に
国
民
党
と
コ
ロ
ラ
ド
党
の
支
持
が
得
ら
れ
な
か
っ
た（（2
（

。
こ
の
時
の
伝
統
政
党
の

姿
勢
は
、
ハ
ー
シ
ェ
ル
の
い
う
「
覇
権
維
持
説
」
に
当
て
は
ま
る
と
い
え
よ
う
。

四 
拡
大
戦
線
政
権
の
税
制
改
革
と
土
地
税
制

一
九
九
九
年
の
大
統
領
選
挙
で
は
、
一
九
九
七
年
憲
法
で
導
入
さ
れ
た
決
選
投
票
の
制
度
に
よ
っ
て
、
第
一
回
選
挙
で
一
位
だ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
過
半
数
に
達
し
な
か
っ
た
拡
大
戦
線
の
タ
バ
レ
・
バ
ス
ケ
ス
は
、
伝
統
二
大
政
党
の
「
談
合
」
に
よ
っ
て
当
選
を
阻
ま
れ

た
。
だ
が
二
〇
〇
四
年
の
選
挙
で
は
、
第
一
回
の
投
票
で
五
〇
・
四
五
％
の
過
半
数
を
得
て
、
史
上
初
の
拡
大
戦
線
の
政
権
が
誕
生
し
た
。

国
会
選
挙
は
拘
束
名
簿
式
の
比
例
代
表
制
を
採
用
し
て
い
る
た
め
、
拡
大
戦
線
は
上
院
三
〇
議
席
中
の
一
六
議
席
、
下
院
九
九
議
席
中

五
二
議
席
を
獲
得
し
、
過
半
数
を
制
し
た（（2
（

。

バ
ス
ケ
ス
政
権
は
、
二
〇
〇
一
年
末
か
ら
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
経
済
危
機
の
あ
お
り
を
受
け
て
「
百
年
に
一
度
の
危
機
」
に
見
舞
わ
れ
、

貧
困
層
が
二
倍
（
九
〇
年
代
の
約
一
五
％
か
ら
二
〇
〇
三
年
に
は
三
〇
％
以
上
）
に
な
っ
て
し
ま
っ
た（（2
（

こ
と
に
対
し
て
、
貧
困
解
消
と
格
差
是

正
の
た
め
、
①（
経
済
全
体
の
パ
イ
を
拡
大
し
安
定
成
長
を
は
か
る
）
輸
出
先
の
多
様
化
、
②
貧
困
層
へ
の
緊
急
措
置
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
（
二
〇
〇
七

年
一
一
月
か
ら
は
「
公
平
の
た
め
の
計
画　

Plan de Equidad

」）
と
と
も
に
、
③
税
制
改
革
を
行
っ
た
。
二
〇
〇
七
年
よ
り
実
施
さ
れ
た
改

革
で
ま
ず
導
入
さ
れ
た
の
は
、
直
間
比
率
是
正
を
目
指
す
個
人
所
得
税
（Im

puesto a la Renta de las Personas

）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
給
与
所
得
だ
け
で
な
く
不
動
産
・
金
融
の
資
産
所
得
に
も
課
税
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（（2
（

。
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ウ
ル
グ
ア
イ
に
お
け
る
司
法
の
政
治
（
内
田
）

二
〇
〇
九
年
の
選
挙
で
は
、拡
大
戦
線
の
大
統
領
候
補
ホ
セ
・
ム
ヒ
カ
は
第
一
回
投
票
で
四
七
・
九
六
％
と
過
半
数
に
及
ば
な
か
っ
た
が
、

決
選
投
票
を
制
し
た
。
拡
大
戦
線
の
議
席
は
上
院
で
三
〇
議
席
中
一
六
議
席
（
前
回
と
変
わ
ら
ず
）、
下
院
で
九
九
議
席
中
五
〇
議
席
（
二

議
席
減
）
と
い
ず
れ
も
過
半
数
を
制
し
た（（2
（

。

「
世
界
一
貧
し
い
大
統
領
」と
し
て
す
っ
か
り
有
名
に
な
っ
た
ム
ヒ
カ
の
悲
願
が
、大
土
地
所
有
者
へ
の
課
税
だ
っ
た
。ラ
テ
ィ
フ
ン
デ
ィ

オ
と
呼
ば
れ
る
土
地
の
集
積
の
問
題
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
共
通
の
問
題
で
あ
り
、
貧
富
の
格
差
の
点
で
は
他
国
よ
り
は
平
等
と
い
わ
れ
る

ウ
ル
グ
ア
イ
で
も
実
は
根
が
深
い
問
題
で
あ
る
。
拡
大
政
権
下
で
の
土
地
な
し
農
民
へ
の
土
地
分
配
・
入
植
政
策
に
つ
い
て
考
察
し
た
中

沢
知
史
に
よ
れ
ば
、
農
牧
産
業
省
の
年
次
統
計
に
よ
れ
ば
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
農
牧
セ
ク
タ
ー
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
割
合
は
、
二
〇
〇
七
年
〜
一
三
年

の
平
均
で
は
八
％
、
関
連
産
業
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ま
で
含
め
る
と
一
三
％
で
、
林
業
や
漁
業
ま
で
含
め
る
と
七
五
％
に
達
す
る
と
い
う
。
一
方
、

農
村
部
で
農
牧
業
を
専
業
と
す
る
労
働
者
は
二
〇
一
一
年
時
点
で
人
口
の
三
・
五
％
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
中
沢
は
、
二
一
世
紀

初
頭
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
ブ
ー
ム
が
土
地
価
格
の
上
昇
と
外
国
資
本
に
よ
る
急
激
な
土
地
取
得
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
二
〇
一
一
年
時
点
で
ウ
ル
グ
ア
イ
に
存
在
し
た
全
耕
作
地
の
う
ち
、
二
〇
〜
四
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
小
規
模
耕
地
が
全
耕
作
地
数

の
一
五
・
四
％
を
占
め
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
耕
地
面
積
に
占
め
る
割
合
は
一
・
四
％
、
逆
に
耕
作
地
数
で
は
全
体
の
九
％
に
過
ぎ
な
い 

一
、〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
規
模
耕
地
が
全
耕
地
面
積
の
六
一
％
を
占
め
て
い
た
と
い
う（（2
（

。
土
地
所
有
が
一
握
り
の
主
体
に
集
中
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
も
そ
も
土
地
の
分
配
は
、
独
立
の
父
と
い
わ
れ
尊
敬
さ
れ
て
い
る
ホ
セ
・
ア
ル
テ
ィ
ガ
ス
（José A

rtigas

）
が
一
八
一
五
年
に
出
し

た
「
土
地
に
関
す
る
規
則Reglam

ento provisorio de la provinciaoriental para el fom
ento de la cam

paña y segurirad de 

sus hacendados

」（
（2
（

に
源
流
を
も
つ
。
こ
の
中
で
ア
ル
テ
ィ
ガ
ス
は
、
独
立
の
敵
で
あ
る
「（
現
在
ま
で
赦
免
さ
れ
て
い
な
い
）
全
て
の
外
国
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人
、
悪
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
、
さ
ら
に
悪
い
ア
メ
リ
カ
人
の
土
地
」（
第
一
二
項
）
を
「
最
も
不
幸
な
人
々
、
す
な
わ
ち
自
由
黒
人
、
黒
人
と

先
住
民
の
混
血
、
先
住
民
、
貧
し
い
ク
リ
オ
ー
リ
ョ
（
第
六
項
）、
子
ど
も
を
持
つ
未
亡
人
（
第
七
項
）
に
分
配
せ
よ
」
と
言
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
第
二
の
建
国
の
父
と
呼
ば
れ
、
ア
ル
テ
ィ
ガ
ス
と
と
も
に
ウ
ル
グ
ア
イ
政
治
で
常
に
正
統
性
の
源
泉
と
な
る
ホ
セ
・
バ
ッ
ジ
ェ
・

イ
・
オ
ル
ド
ー
ニ
ェ
ス
に
と
っ
て
も
、
土
地
へ
の
課
税
は
懸
案
の
課
題
だ
っ
た
。
だ
が
、
土
地
集
中
税
に
は
拡
大
戦
線
の
経
済
政
策
を
一

手
に
担
っ
て
き
た
ア
ス
ト
リ
（D

anilo A
stori

）
副
大
統
領
を
は
じ
め
、
反
対
も
多
か
っ
た
。
ム
ヒ
カ
は
「
土
地
集
中
税
は
、
も
と
も
と

は
バ
ッ
ジ
ェ
（
イ
・
オ
ル
ド
ー
ニ
ェ
ス
）
の
ア
イ
デ
ア
だ
。
土
地
問
題
は
ト
ゥ
パ
（
注
：
ト
ゥ
パ
マ
ロ
ス
の
こ
と
）
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

ん
だ
。
ホ
セ
・
バ
ッ
ジ
ェ
・
イ
・
オ
ル
ド
ー
ニ
ェ
ス
は
、
二
〇
世
紀
の
初
め
に
、
土
地
の
一
部
は
社
会
の
も
の
で
あ
り
。
そ
れ
に
つ
い
て

は
税
金
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
地
主
は
何
ら
か
の
か
た
ち
で
社
会
に
還
元
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（（2
（

」と
述
べ
て
、

課
税
の
正
当
性
を
訴
え
て
い
る
。

五 

土
地
集
中
税
を
め
ぐ
る
司
法
府
の
判
断

法
令
一
八
、八
七
六
号
（
土
地
集
中
税　

Im
puesto a la conesentración de Inm

uebles rurales

、
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）
は
、
二
〇
一
一
年
一
二
月

二
九
日
に
成
立
し
た
。
こ
の
法
律
は
第
一
条
で
、
農
村
の
不
動
産
で
生
産
性
が
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｔ
指
数（（2
（

で
一
〇
〇
な
い
し
そ
れ
と
同
等
で
あ

る
計
二
、〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
土
地
に
課
税
す
る
と
言
っ
て
い
る
。
第
二
条
は
納
税
主
体
の
規
定
で
、自
然
人
、夫
婦
（
内
縁
含
む
）、

共
同
相
続
人
、
外
国
法
人
そ
の
他
で
あ
り
、
非
居
住
者
は
代
理
人
を
立
て
て
納
税
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
同
所
有
者
、
共
同
出
資
者
、

株
主
は
持
分
に
応
じ
て
税
を
負
担
す
る
（
第
三
条
）。
第
四
条
で
は
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
き
、
五
、〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
は
六
七
統
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一
指
数
、
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
は
一
〇
〇
統
一
指
数
、
一
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
は
一
三
五
統
一
指
数
を
適
用
す
る
、
と
定
め
て
、
面
積

が
広
い
ほ
ど
重
く
課
税
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
法
令
一
五
、九
三
九
号
第
三
九
条
、
第
四
三
条
に
定
め
る
、
自
然
林
と
現
在
並

び
に
将
来
の
人
工
林
へ
の
免
税
は
適
用
さ
れ
な
い
（
第
七
条
）。
徴
税
は
、
そ
の
不
動
産
が
所
在
す
る
県
政
府
が
行
い
（
第
一
〇
条
）、
集
め

ら
れ
た
税
は
、
商
工
業
施
設
へ
通
じ
る
県
の
道
路
の
補
修
に
使
わ
れ
る
（
第
一
一
条
）。

こ
の
法
令
の
第
一
条
、
第
二
条
、
第
一
〇
条
、
第
一
一
条
に
対
し
て
、
違
憲
で
あ
る
と
い
う
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
た
。
原
告
に
よ
れ
ば
、

①
第
一
条
は
同
じ
対
象
へ
の
二
重
課
税
を
禁
じ
た
憲
法
第
二
九
八
条
第
一
項
に
違
反
し
、
②
第
一
条
と
第
二
条
は
納
税
主
体
が
明
確
に
定

め
ら
れ
て
い
な
い
点
で
憲
法
第
一
〇
条
の
「
私
人
の
行
為
は
公
共
の
秩
序
と
第
三
者
を
害
さ
な
い
限
り
裁
判
の
権
威
に
服
さ
な
い
」「
共

和
国
の
住
民
の
何
人
た
り
と
も
、
法
の
命
じ
な
い
こ
と
を
す
る
義
務
は
な
く
、
禁
じ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
妨
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
」

に
反
す
る
。
③
第
七
条
は
法
に
拠
ら
ず
し
て
基
本
的
人
権
を
奪
わ
れ
な
い
こ
と
を
定
め
た
憲
法
第
七
条
に
反
す
る
。
④
第
一
〇
条
と
第

一
一
条
は
、「
農
村
不
動
産
税
は
立
法
府
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
が
、
徴
税
並
び
に
そ
の
税
の
全
額
は
、
付
随
税
を
除
い
て
、
県
政
府
に

属
す
る
。
国
が
課
す
こ
と
が
で
き
る
付
随
税
は
、
県
に
入
る
税
額
を
上
回
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
憲
法
第
二
九
七
条
序
文
な
ら
び
に

第
一
項
に
反
す
る（（2
（

。

こ
れ
に
対
し
て
最
高
裁
は
、
二
〇
一
三
年
二
月
一
五
日
付
判
決
第
七
一
号
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。
ま
ず
、
こ
の
法
律
が
県
の
自
律
性

を
侵
害
し
て
い
る
と
い
う
議
論
に
関
し
て
は
、
県
が
自
律
性
を
侵
害
さ
れ
た
と
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
県
知
事
と
県
議
会
だ
け
で
あ

る
と
し
て
こ
れ
を
却
下
。
ま
た
当
該
法
令
第
七
条
に
つ
い
て
も
、
原
告
が
森
林
を
所
有
し
て
い
な
い
の
で
訴
え
の
資
格
が
な
い
と
し
て
却

下
し
て
い
る（（3
（

。
農
村
の
不
動
産
へ
の
課
税
に
つ
い
て
、
判
決
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
不
動
産
所
有
へ
の
課
税
に
は
三
つ
の
解
釈
が
あ

る
。
①
土
地
を
所
有
す
る
こ
と
へ
の
課
税
、
②
土
地
の
評
価
額
へ
の
課
税
、
③
固
定
資
産
税
（
古
典
的
解
釈
）
で
あ
る（（3
（

。
土
地
集
中
税
は
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土
地
の
大
き
さ
に
比
例
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
固
定
資
産
税
で
は
な
い
。
ま
た
、
課
税
対
象
の
土
地
の
評
価
と
無
関
係
に
課
税
さ
れ

て
累
進
課
税
さ
れ
て
い
る
の
で
、
土
地
の
評
価
額
へ
の
課
税
と
も
違
う（（3
（

。
固
定
資
産
税
は
毎
年
一
月
一
日
付
で
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
発

生
事
実
で
あ
り
、
土
地
の
広
さ
も
質
も
問
わ
ず
、
価
値
の
二
％
に
固
定
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
土
地
集
中
税
は
一
定
程
度
以
上
の
面
積

と
質
の
土
地
を
所
有
し
て
い
る
こ
と
が
発
生
事
実
に
な
っ
て
い
る
点（（3
（

も
異
な
る
。

次
に
、
二
重
課
税
を
禁
じ
た
憲
法
第
二
九
八
条
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
二
重
課
税
と
は
同
一
の
税
源
・
課
税
対
象
と
な
る
物
体
に
二
つ

の
税
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
土
地
集
中
税
も
固
定
資
産
税
も
同
じ
も
の
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。

憲
法
に
反
し
な
い
で
農
村
の
不
動
産
に
課
税
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
。
一
つ
は
そ
の
県
に
あ
る
不
動
産
に
対
し
て
県
税
を
創

設
し
、
県
政
府
が
徴
収
・
管
理
す
る
。
も
う
一
つ
は
、
県
税
に
付
随
す
る
形
で
、
た
だ
し
、
額
は
県
税
を
超
え
な
い
範
囲
で
税
を
創
設
す

る
の
で
あ
る
。
土
地
集
中
税
は
①
に
も
②
に
も
合
致
し
な
い（（3
（

。
付
随
税
の
定
義
は
な
い
が
、（
税
法
専
門
家
の
）
バ
ル
デ
ス
・
コ
ス
タ
（V

aldés 

Costa

）
は
、
付
随
税
で
あ
る
た
め
に
は
「
先
に
立
つ
税
が
あ
り
、
か
つ
、
①
そ
の
税
と
課
税
の
理
由
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
、
②
主
た
る

税
の
決
定
、
決
算
、
支
払
い
と
関
連
が
あ
る
こ
と
」
が
必
要
で
あ
る
と
言
っ
て
い
る（（3
（

。

最
終
的
に
最
高
裁
は
、
法
令
一
八
、八
七
六
号
の
第
一
条
と
第
二
条
に
違
憲
判
決
を
下
せ
ば
十
分
で
あ
り
、
第
一
〇
条
、
第
一
一
条
ま
で

広
げ
る
必
要
は
な
い
と
判
断
し
、
四
対
一
で
第
一
条
と
第
二
条
を
違
憲
で
あ
る
と
判
断
し
た（（3
（

。
た
だ
し
マ
ン
リ
ケ
（Ricardo C.Pérez 

M
anrique

）
判
事
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
最
高
裁
や
旧
西
ド
イ
ツ
最
高
裁
判
例
な
ど
を
援
用
し
、
異
な
る
解
釈
が
二
つ
あ
っ
て
、
そ

の
片
方
が
合
憲
判
断
な
ら
、
合
憲
の
ほ
う
を
取
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
税
は
二
重
課
税
で
は
な
く
新
た
に
税
源
を
拡
大
し
た
も
の

で
、
二
、〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
と
い
う
規
定
は
課
税
可
能
な
レ
ベ
ル
を
示
し
て
い
る
と
解
す
べ
き
だ
、
と
合
憲
判
断
を
し
た（（3
（

。
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六 

土
地
集
中
税
の
修
正
版
「（
農
牧
業
部
門
の
）
財
産
税
」
を
め
ぐ
る
司
法
府
の
判
断

土
地
集
中
税
へ
の
違
憲
判
決
を
受
け
て
、ム
ヒ
カ
政
権
は
違
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
同
じ
効
果
を
も
つ
新
た
な
法
を
成
立
さ
せ
た
。二
〇
一
三 

年
六
月
一
四
日
付
で
成
立
し
た
法
令
第
一
九
、〇
八
八
号
「
財
産
税
（
農
牧
業
部
門
へ
の
課
税
の
修
正
）Im

puesto al Patrim
onio  

ajustes a la tributación del sector agropecuario,IP

」
で
あ
る
。
こ
の
法
律
は
一
九
九
六
年
に
成
立
し
た
財
産
税
に
関
す
る
整
理

文
書
の
修
正
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
の
で
大
変
わ
か
り
に
く
い
が
、
農
業
・
牧
畜
用
に
開
発
さ
れ
た
土
地
で
一
千
二
〇
〇
万
統
一
指
数

を
上
回
る
価
値
を
持
つ
土
地
と
そ
れ
に
付
属
す
る
動
産
・
家
畜
等
に
課
税
す
る
（
第
二
条
）。
納
税
義
務
が
あ
る
も
の
は
第
四
条
に
定
め
ら

れ
て
い
る
。
毎
年
、
一
一
月
三
〇
日
に
国
家
統
計
機
関
が
公
開
す
る
農
業
・
牧
畜
・
狩
猟
・
植
林
価
格
指
数
に
従
っ
て
、
一
二
月
三
一
日

に
評
価
を
調
整
す
る
（
第
六
条
）。
第
八
条
、
第
一
〇
条
、
第
一
三
条
は
、
自
然
人
、
夫
婦
、
共
同
財
産
相
続
者
が
所
有
す
る
農
牧
業
用
に

開
発
さ
れ
た
不
動
産
・
動
産
・
家
畜
の
評
価
額
を
行
政
府
が
減
価
で
き
る
規
定
で
あ
る
。
第
一
四
条
は
行
政
府
の
課
税
権
限
に
つ
い
て
の

定
め
で
あ
る
。
税
率
は
一
律
で
は
な
く
、
第
一
七
条
で
、
資
産
価
値
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
税
率
が
高
く
な
る
仕
組
み
が
と
ら
れ
て
い

る
（
一
千
二
〇
〇
万
〜
三
千
万
統
一
指
数
ま
で
は
〇
・
七
％
、
三
千
万
〜
六
千
万
ま
で
は
、
一
・
〇
％
、
六
千
万
か
ら
一
億
五
千
万
ま
で
は
一
・
三
％
、

一
億
五
千
万
以
上
は
一
・
五
〇
％
）。
ま
た
、
分
筆
に
よ
っ
て
資
産
価
値
を
減
じ
て
課
税
を
逃
れ
る
も
の
が
な
い
よ
う
に
、
第
一
六
条
で
「
経

済
経
営
統
一
体
（U

nidad Económ
ico A

dm
inistrativa

）」
と
い
う
概
念
を
導
入
し
、
法
的
形
態
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
同
一

の
意
思
決
定
の
も
と
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
は
経
営
的
に
同
一
の
統
一
体
と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
て
い
る（（3
（

。
徴
収
さ
れ
た

税
は
、
一
〇
％
を
技
術
大
学
の
資
金
、
残
り
を
都
市
部
以
外
の
県
道
以
下
の
道
路
網
の
補
修
・
維
持
に
あ
て
る
（
第
二
〇
条
）。
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こ
の
法
令
に
つ
い
て
、
ソ
リ
ア
ノ
県
に
合
計
三
、四
一
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
る
二
五
の
地
所
を
も
つ
地
主
が
「
第
二
条
、
第
六
条
、
第

八
条
、
第
一
〇
条
、
第
一
三
条
、
第
一
四
条
、
第
一
六
条
は
違
憲
で
あ
る
」
と
訴
え
を
起
こ
し
、
払
っ
た
税
の
返
還
と
同
法
の
適
用
に
よ
っ

て
被
っ
た
被
害
の
賠
償
を
求
め
た
。
原
告
側
の
主
張
に
よ
れ
ば
、
①
納
税
義
務
を
負
う
も
の
や
税
の
発
生
事
実
、
課
税
総
額
や
税
率
は
法

律
に
よ
っ
て
正
確
に
定
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
行
政
府
の
裁
量
で
は
な
い
の
で
、
行
政
府
に
減
価
や
税
率
の
設
定
を
委
ね
て
い
る
同

法
は
、
三
権
分
立
を
定
め
た
憲
法
第
八
三
条
、
第
一
六
八
条
、
第
二
三
三
条
に
違
反
す
る
。
②
こ
の
税
は
固
定
資
産
税
の
支
払
い
能
力
に

対
す
る
課
税
な
の
で
、
二
重
課
税
を
禁
じ
た
憲
法
第
二
九
八
条
に
違
反
す
る
。
③
「
経
済
経
営
統
一
体
」
を
創
設
し
た
第
一
六
条
は
、
家

族
の
価
値
や
親
の
義
務
、
財
産
の
相
続
権
、
家
族
の
幸
福
に
つ
い
て
定
め
た
憲
法
第
四
〇
条
、
第
四
一
条
、
第
四
八
条
、
第
四
九
条
に
違

反
す
る
。
④
「
経
済
経
営
統
一
体
」
と
い
う
表
現
は
誰
が
課
税
さ
れ
る
の
か
明
確
に
し
て
い
な
い
の
で
、
司
法
の
保
護
を
受
け
る
権
利
を

定
め
た
憲
法
第
七
条
、
第
七
二
条
に
違
反
す
る
。
⑤
こ
の
税
は
そ
れ
自
体
で
は
押
収
に
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
社
会
保
障
費
の
雇

用
者
負
担
や
、
農
村
の
不
動
産
が
経
済
活
動
収
益
税
（
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｅ
）（

（3
（

や
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
押
収

に
つ
な
が
る
の
で
、
財
産
権
の
保
障
に
反
す
る（（4
（

。

こ
れ
に
対
し
最
高
裁
は
四
対
一
の
多
数
意
見
で
、
違
憲
の
申
し
立
て
を
却
下
し
た（（4
（

。
ま
ず
同
法
第
一
四
条
に
つ
い
て
は
、
立
法
府
が
税

法
に
つ
い
て
の
権
限
を
不
当
に
行
政
府
に
委
任
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
立
法
府
は
行
政
府
に
税
の
構
造
・
実
在
・
義
務
の
総
額
と
い
っ

た
税
の
基
本
要
素
の
決
定
を
委
任
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
立
法
府
が
行
政
府
に
委
任
し
う
る
、
税
の
二
次
的
な
側
面
、
す
な
わ
ち
課
税

で
き
る
も
の
、
支
払
期
間
、
法
で
定
め
ら
れ
た
範
囲
内
で
の
税
率
の
設
定
に
つ
い
て
委
ね
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
、
と
し
て
違
憲
で
あ
る
と

い
う
主
張
を
退
け
る
。
第
八
条
に
つ
い
て
は
、
行
政
府
が
さ
ら
に
減
価
で
き
る
と
い
う
規
定
な
の
で
、
納
税
者
に
と
っ
て
は
利
益
と
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
申
し
立
て
は
真
の
損
害
を
含
ん
で
い
な
い
、
と
し
て
違
憲
の
主
張
を
退
け
る
。
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二
重
課
税
に
当
た
る
と
い
う
主
張
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
そ
れ
を
否
定
す
る
。
ま
ず
、
土
地
集
中
税
と
の
違
い
に
つ
い
て
は
、

土
地
集
中
税
は
農
村
の
不
動
産
を
所
有
す
る
こ
と
で
発
生
す
る
が
、
当
該
法
に
よ
る
こ
の
税
は
、
農
牧
業
用
に
開
発
さ
れ
た
土
地
を
持
つ

一
定
の
主
体
（
自
然
人
、
法
人
、
共
有
財
産
相
続
人
、
夫
婦
、
経
済
経
営
統
一
体
）
に
課
税
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
土
地
集
中
税
を
違
憲
と
し
た

議
論
を
こ
の
税
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
憲
法
第
二
九
八
条
で
禁
じ
ら
れ
て
い
る
二
重
課
税
と
は
、
同
じ
税
源
な
い
し
同
一
物
に

対
し
て
二
つ
の
税
が
か
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
県
が
課
税
す
る
固
定
資
産
税
は
、
一
定
の
領
域
に
存
在
し
、
住
民
台
帳
に
よ
っ
て
個
別

化
で
き
る
具
体
的
な
不
動
産
に
対
し
て
か
け
ら
れ
る
。
固
定
資
産
税
は
ど
ん
な
活
動
に
あ
て
て
い
る
か
と
い
う
用
途
や
見
か
け
に
か
か
わ

り
な
く
、
不
動
産
の
所
有
に
対
し
て
課
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
こ
の
税
は
、
不
動
産
の
所
有
で
は
な
く
、
そ
の
経
済
活
動
に
対
し
て
課

せ
ら
れ
る
。
不
動
産
の
所
有
者
で
な
く
て
も
、
そ
れ
を
借
り
て
活
動
し
て
経
済
的
利
益
を
得
て
い
る
と
課
税
さ
れ
る
の
で
あ
る（（4
（

。

経
済
経
営
統
一
体
と
い
う
形
態
を
創
設
す
る
こ
と
が
、
憲
法
に
定
め
た
家
族
の
価
値
や
家
族
の
幸
福
追
求
権
等
を
侵
害
す
る
と
い
う
主

張
に
対
し
て
は
、
そ
の
違
憲
性
は
家
族
の
絆
に
課
税
す
る
こ
と
で
絆
を
損
な
っ
て
い
る
と
い
う
点
に
根
差
し
て
い
る
と
し
、
ま
ず
、
原
告

は
経
済
経
営
統
一
体
を
構
成
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
農
村
不
動
産
を
所
有
し
て
い
る
か
ら
訴
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、

原
告
適
格
を
欠
い
て
い
る
、
と
す
る
。
そ
れ
は
別
と
し
て
、
相
続
権
や
子
ど
も
の
養
育
・
教
育
権
や
家
族
の
幸
福
に
つ
い
て
の
憲
法
の
規

定
が
、
こ
の
法
改
正
で
ど
の
よ
う
に
侵
害
さ
れ
う
る
の
か
理
解
し
え
な
い（（4
（

。 

経
済
経
営
統
一
体
は
誰
が
納
税
主
体
で
あ
る
か
を
定
義
す

る
に
あ
た
っ
て
不
確
実
性
を
も
つ
の
で
法
的
安
定
性
を
損
な
う
、
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
も
、
原
告
は
直
接
か
つ
個
人
的
な
利
害
を
欠
い

て
い
る
の
で
、
原
告
適
格
を
有
し
な
い（（4
（

。

最
高
裁
は
、「
こ
の
税
そ
れ
自
体
は
押
収
で
は
な
い
が
、
農
村
不
動
産
の
所
有
者
が
固
定
資
産
税
、
経
済
活
動
収
益
税
、
社
会
保
障
の

雇
用
者
負
担
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
押
収
に
つ
な
が
り
、
財
産
権
の
侵
害
で
あ
る
」
と
い
う
原
告
の
主
張
も
退
け
る
。
判
決
は
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バ
ル
デ
ス
・
コ
ス
タ
の
次
の
よ
う
な
主
張
を
援
用
し
て
い
る
。「
税
が
極
端
に
累
進
的
で
高
い
額
に
な
っ
て
い
る
場
合
を
財
産
権
の
侵
害

で
あ
る
と
考
え
る
多
数
説
に
は
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。
税
は
財
産
権
を
侵
害
し
て
い
な
い
。
正
当
な
補
償
を
せ
ず
に
所
有
権
を
奪
う
と

い
う
意
味
で
財
産
を
押
収
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
金
銭
的
な
経
済
余
剰
を
さ
さ
げ
る
よ
う
に
仕
向
け
て
い
る
の
で
あ
る
…
（
略
）。
次

に
…
憲
法
は
原
則
を
確
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
尊
厳
あ
る
生
存
の
権
利
に
影
響
す
る
ほ
ど
の
、
支
払
え
る
限
度
を
超
え
た
課
税
を
す

る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
…
（
略
）
…
」。
私
有
財
産
権
の
尊
重
と
課
税
は
何
の
関
係
も
な
い
。
課
税
に
よ
っ
て
個
人
の
所
有
権
を
国
家

が
取
得
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
納
税
者
は
税
の
債
務
者
で
あ
り
、
…
（
中
略
）
…
税
と
は
金
銭
的
な
賦
役
で
あ
り
、
国
家
の
財
政
上
の
必

要
を
カ
バ
ー
す
る
も
の
で
あ
る
。
検
討
対
象
の
税
は
、
法
外
で
も
不
合
理
で
も
納
税
者
に
と
っ
て
支
払
い
不
能
な
も
の
で
も
な
い（（4
（

。

た
だ
し
チ
ャ
ラ
ル
判
事
（Julio César Chalar

）
は
、
同
税
は
固
定
資
産
税
と
の
二
重
課
税
の
疑
い
が
払
拭
で
き
な
い（（4
（

、
財
政
目
的
以

外
の
税
、
例
え
ば
大
土
地
所
有
を
根
絶
す
る
た
め
の
税
を
創
設
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
と
解
す
べ
き
で
、
現
行
憲
法
の
規
定
は
県

に
財
源
を
与
え
る
た
め
の
規
定
で
あ
る（（4
（

、
と
し
て
同
法
の
合
憲
性
に
対
す
る
反
対
意
見
を
述
べ
た
。

七 

二
つ
の
判
決
を
ど
う
考
え
る
か

二
つ
の
判
決
は
、
同
じ
判
事
た
ち
に
よ
っ
て
下
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
拡
大
戦
線
政
権
下
で
任
命
さ
れ
た
判
事
だ
が
、
法
曹
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
は
軍
政
期
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。
五
人
の
判
事
の
う
ち
、土
地
集
中
税
（
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）
も
農
牧
業
部
門
の
財
産
税
（
Ｉ
Ｐ
）

も
違
憲
で
あ
る
と
し
た
の
は
チ
ャ
ラ
ル
判
事
、逆
に
ど
ち
ら
も
合
憲
で
あ
る
と
し
た
の
は
マ
ン
リ
ケ
判
事
で
あ
る
。
ル
イ
バ
ル
判
事（Jorge 

Ruibal Pino

）、
ラ
リ
ュ
ー
判
事
（Jorge T

.Larrieux Rodríguez

）、
チ
ェ
デ
ィ
ア
ッ
ク
判
事
（Jorge O

.Chediak González

）
は
、
土
地
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ウ
ル
グ
ア
イ
に
お
け
る
司
法
の
政
治
（
内
田
）

集
中
税
は
違
憲
だ
が
農
牧
業
部
門
の
財
産
税
は
合
憲
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
る
。
チ
ャ
ラ
ル
判
事
は
大
土
地
所
有
制
解
消
の
よ
う
な
財
政

的
理
由
以
外
の
目
的
で
税
を
創
設
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
お
り
、
判
決
の
中
で
ム
ヒ
カ
の
目
指
す
と
こ
ろ
と
は
相
い
れ

な
い
考
え
を
打
ち
出
し
た
と
い
え
る
。
逆
に
マ
ン
リ
ケ
判
事
は
合
憲
と
し
得
る
解
釈
が
一
つ
で
も
あ
れ
ば
そ
れ
を
と
る
、
と
い
う
立
場
を

と
っ
て
、
立
法
の
意
図
を
で
き
る
限
り
尊
重
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
に
み
え
る
。
残
り
三
裁
判
官
の
法
解
釈
は
保
守
的
に
思
わ
れ
る
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
財
産
の
証
明
書
が
添
付
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
形
式
的
な
用
件
で
原
告
適
格
を
判
断
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
明
ら
か

に
原
告
が
所
有
し
て
い
な
い
種
類
の
土
地
（
土
地
集
中
税
に
お
け
る
森
林
）
に
つ
い
て
の
申
し
立
て
に
は
原
告
適
格
を
有
さ
な
い
、
と
し
て

こ
れ
を
退
け
、
農
牧
業
部
門
に
お
け
る
財
産
税
が
家
族
の
諸
権
利
を
侵
す
と
い
っ
た
よ
う
に
、
原
告
の
主
張
の
根
拠
が
あ
い
ま
い
で
あ
る

場
合
に
は
憲
法
判
断
を
し
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
る（（4
（

。

お
わ
り
に

司
法
改
革
と
い
う
点
で
は
ウ
ル
グ
ア
イ
は
道
半
ば
で
あ
る
。
本
稿
で
は
扱
わ
な
か
っ
た
が
、
刑
事
訴
訟
法
は
二
〇
一
四
年
一
二
月
公
布

の
法
令
第
一
九
、二
九
三
号
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
（
二
〇
一
七
年
六
月
よ
り
施
行
）。
し
か
し
司
法
府
が
切
望
す
る
財
政
的
独
立
は
達
成
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
拡
大
戦
線
と
司
法
府
は
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
判
事
の
給
与
問
題
を
巡
っ
て
対
立
を
続
け
て
い
る
。

第
二
期
バ
ス
ケ
ス
政
権
は
、
副
大
統
領
の
学
歴
詐
称
や
前
政
権
時
代
の
放
漫
経
営
、
改
善
が
見
ら
れ
な
い
治
安
問
題
等
で
批
判
の
矢
面

に
立
た
さ
れ
て
お
り
、
二
〇
一
九
年
の
選
挙
で
は
下
野
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

一
方
、
最
高
裁
判
事
五
人
の
う
ち
、
二
〇
一
六
年
秋
以
降
三
人
の
判
事
が
定
年
に
よ
り
交
代
す
る
。
拡
大
戦
線
は
下
野
し
た
時
に
備
え
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て
、
判
事
の
人
事
を
利
用
し
て
覇
権
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
だ
ろ
う
か
。
昨
秋
定
年
の
判
事
の
後
任
に
つ
い
て
、
拡
大
戦
線
は
ジ
ェ
ン 

ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、
女
性
の
判
事
を
推
し
た
が（（4
（

、
野
党
は
控
訴
裁
判
所
の
最
古
参
判
事
か
ら
順
に
昇
任
さ
せ
る
べ
き
だ
と
し
て
合

意
し
な
か
っ
た（（5
（

。
拡
大
戦
線
は
上
院
で
は
一
五
議
席
も
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
副
大
統
領
が
議
長
と
し
て
加
わ
る
た
め
、
辛
う
じ
て
過
半
数

を
取
れ
る
が
、
下
院
の
五
〇
議
席
の
う
ち
一
名
が
離
党
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
過
半
数
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
点
も
含
め
て
、
最
高

裁
判
事
選
出
を
め
ぐ
る
与
野
党
の
攻
防
は
、
本
年
の
大
き
な
政
治
争
点
と
な
ろ
う
。

（
1
）T

om
 Ginsburg,Judicial R

eview
 in N

ew
 D
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sian C
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2
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he O
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年
、
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。
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（
35
）Ibid.,p.33.

（
36
）Ibid.,p.41.

（
37
）Ibid.,pp.42-51. 

（
38
）
た
だ
し
、
法
令
一
八
、四
〇
七
号
（
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
二
四
日
）
に
定
め
る
農
業
協
同
組
合
や
政
令
一
四
、三
三
〇
号
（
一
九
七
四
年
一
二
月

一
九
日
）
に
定
め
る
農
業
振
興
会
社
は
経
済
経
営
統
一
体
と
は
み
な
さ
な
い
。

（
39
）Im

puesto a las Rentas de las A
ctividades Económ

icas.

ウ
ル
グ
ア
イ
国
内
で
の
経
済
活
動
の
収
益
に
対
す
る
税
。
税
率
二
五
％
。

（
40
）2014/Sentencia N

o.738,13/08/2014,pp.1-3.

（
41
）
原
告
が
土
地
の
価
値
を
証
明
す
る
に
足
る
証
明
書
を
提
出
し
て
い
な
い
か
ら
原
告
適
格
を
欠
く
、
と
い
う
経
済
財
務
省
の
抗
弁
は
退
け
た
。

Ibid.,pp.4-8.

（
42
）Ibid.,pp.17-22.

（
43
）Ibid.,pp.22-23.

（
44
）Ibid.,pp.23-24.



七
九

ウ
ル
グ
ア
イ
に
お
け
る
司
法
の
政
治
（
内
田
）

（
45
）Ibid.,pp.24-28. 

（
46
）Ibid.,pp.43-44. 

（
47
）Ibid.,pp.53-58.

（
48
）
こ
の
主
張
も
そ
う
だ
が
、
課
税
が
財
産
の
押
収
に
つ
な
が
る
と
い
う
原
告
の
主
張
に
も
、
か
な
り
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
49
）
着
任
の
順
番
が
遅
く
て
も
昇
進
し
た
例
は
あ
る
の
で
、
労
働
法
が
専
門
の
判
事
の
昇
任
を
企
業
が
嫌
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
与
党
の
見
方

で
あ
る
。E

l O
bservador 16/02/2017　

http
://w

w
w

.elobservador.com
.uy　

二
〇
一
七
年
二
月
一
七
日
ア
ク
セ
ス
。

（
50
）
結
局
最
古
参
の
ト
ゥ
レ
ル
判
事
が
昇
進
し
た
。
ウ
ル
グ
ア
イ
最
高
裁
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト　

http
://w

w
w

.poderjudicial.gub.uy/autoridades.
htm

l　

二
〇
一
七
年
三
月
一
五
日
ア
ク
セ
ス
。

（
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
教
授
）


